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巻頭言

芝浦工業大学学長　柘植綾夫

皆さんはこれから「デザイン工学」を学ぶスタート点にいます。キーワードの
「工学」とは何か？「デザイン」とは何か？　本書はこの二つのキーワードを俯
瞰的に理解し、細分化された各専門課程と社会とのかかわりについて認識を深め
ることを目的とします。
工学を含む科学技術は「人類が共有する知識と技術の体系であり、新たな知識
の発見や技術の開発によって豊かな生活と公共の福祉の増進に寄与するととも
に、地球環境と人類社会の調和ある発展に貢献する」ことを目的とします。工学
は技術を介して、この科学技術の目的を実現する実学としての学問といえるで
しょう。
21世紀の今、科学技術の発展の成果は私たちの生活、社会そして世界に深く
浸透し、その光と影に対する理解と判断力そして行動力が、私たち21世紀の自
由市民が持つべき教養です。これを伝統的なリベラルアーツ（一般教養）に対し
て科学技術リベラルアーツ、あるいは工学リベラルアーツと呼びます。
工学を深くかつ幅広く学び、社会と世界に貢献するミッションを持つ私たちは、
この工学リベラルアーツを身につけることが大切です。
工学の「工（エンジニアリング）」の字は、芝浦工業大学のロゴに意匠化され
ているように、第一画の横の一は「天」を表し、第三画の横の一は「地」を表し、
それを結ぶ第二画の縦の一は「人間」を表します。
まさに工学とは「天と地の空間を豊かに、平和に、そして持続可能なものにす
る人間の知識と知恵の体系的な学問」といえるでしょう。
そして「デザイン」とは、「人生と生活、社会、産業そして世界と地球、さら
には宇宙のあるべき姿を探究し、実現する人間の営み」といえるでしょう。
これからデザイン工学を学ぶ皆さんは以上の視野を持ち、芝
浦工業大学の教育の理念である「社会と世界に学び、貢献する
技術者・研究者の育成」に参加してください。本書がその「道
しるべ」になることを期待します。
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1 章
私たちの社会・産業と
デザイン

　私たちの生活の中には、ありとあらゆる所にデザインがあふれて
おり、建築、自動車、家電、携帯電話、家具などのデザインには必
ず制作者の意図が込められています。つまり、全てのモノに意味の
あるデザインが存在しているのです。「いったいデザインとは何か？」
について、その目的、プロセス、手法について学びます。また、建築・
空間デザインおよびプロダクトデザインの歴史を知る中から、「デザ
インの世界」を広くとらえることにしましょう。
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デザインとは、デザイン工学とは1

1 私たちの社会・産業とデザイン

「デザイン」という言葉を聞いてあなたは何を想像しますか？
何気なく生きている私たちの社会は、ほとんどデザインされたもので構成され、

デザインされたもののおかげで、便利で穏やかな生活を営むことができています。
デザインの語源は、ラテン語のdesignareに由来し、「指示する、計画を立てる、

スケッチをする」という意味があります。1）過去、日本ではデザインという行為
は「形や色を施すこと」と位置づけられ、身の回りの衣類や工業製品、印刷物、
建築など、物質的なものを対象としていました。しかし現在は、語源に近い意味
で解釈され、人の行う行為をより良い形でかなえるための、計画・意図・構想・
設計自体も、デザインと位置づけられています。

1）『現代デザイン事典』美術出版社編集部編

デザインの意味

デザインの対象

デザイン工学

製品づくりのプロセス

製品づくりの目標設定

人間の欲求とデザイン

木造の建築と都市

西洋の建築と都市

近代建築の誕生

近代都市計画

江戸から東京へ

日本の近代建築

戦災復興と高度成長

ポストモダニズム

手作りの時代

産業革命・量産と分業

アーツ・アンド・クラフトからドイツ工作連盟

バウハウスからウルム造形大学

アメリカのデザイン

近代日本のデザイン

情報革命とデザイン
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「様々なジャンルの良い商品を審査選定するグッドデザイン賞　2009 年グッドデザインプレゼンテーション会場写真」
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私たちの社会・産業とデザイン 1

10

デザインとは、デザイン工学とは ( プロダクトデザイン )

11 　

デザインの意味Keyword  1

より良くする工夫、全てがデザイン
人が自然環境に手を加えて、より快適に過ごせたり、効率的に行えたりする工

夫、全てをデザイン行為といいます。デザインを行った結果として、具体的に提
供される表現としては、「モノ」、「空間」、「情報」があり、これらは単独でなく、
絡み合って表現される場合が多くなっています（図１）。

デザイン行為の目的は三つあり、一つ目は現在の不具合を解消する場合、二つ
目は、現状をさらにより良いものにする場合、三つ目は、社会の変化や技術開発
によって生まれた新しい課題について、より良い解決策を提供する場合がありま
す（図２）。これらの解決策は、多くの人が共感できるものでなければならず、使っ
てみたい、所有したい、と思わせる魅力が必要です。デザインの意義には、実用
性、操作性、審美性、経済性、安全性などがあり、十分に考えられたデザインは、
人々に幸せを与え、社会や生活を豊かにします（図３）。

製品が複雑化し、ＩＴ化が進んだ今日、デザインには、人の心理や、生理を理
解した上で、ストレスのない自然な使い心地、つまり、人間中心設計が求められ
てきています。それに加え、地球環境が悪化した現在は、つくること、使うこと
以外に、生産、修理、廃棄などの色々な段階で、有害にならないように考える必
要があります。このように、デザイン行為は、課題解決の背後にある様々な物事
を多面的にとらえ、総合的に解決していく必要があるため、携わる人は、多くの

課題解決の知識（図４）と経験、そして何よりも、何のために何を解決するのか
といった、問題意識と課題設定能力が問われます。（図４）。

デザイン行為で表現された、「モノ」、「空間」、「情報」は、設計図やデータによっ
て記録され、後世にその計画の趣旨や、製作方法が伝わり、再現を可能とするこ
とが重要です。私たちの身の回りの製品、建築空間、サービスは、こうしたデザ
イン表現の記録によって伝達、改良を重ねて進化をし続けているのです。現在の
製品には、必ずその原型が前世代に存在し、古いデザインでも、良いものは再現
され、広範囲で、長く使われています。デザインをする上では、こうした様々な「モ
ノ」、「空間」、「情報」の良いところを観察し、把握しておくことが必要となります。

芸術とデザインは、混同されがちですが、大きな違いがあります。芸術作品は、
その芸術家個人の表現の結果であり、作品を見る人に自由な解釈を容認し、再現
性が、必ずしも必要ではないという点がありますが、デザインはそうでなく、複
数の人々のために行い、その人たちにデザインの意図を同じように解釈をしても
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◆ 推薦図書 ◆
田中央『現代工学の基礎２デザイン論』岩波書店 P14 ～ P26
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デザインの対象Keyword  2

様々なデザイン分野
デザイン対象である、「モノ」、「空間」、「情報」の中には、表現によって多く

のデザイン専門分野が存在します（図１）。
「モノ」のデザインは、人間が自然との対応の中で、生存と生活を維持・発展

させるために必要とする、あらゆる道具、機械・製品のデザインを指し、プロダ
クト、パッケージ、クラフト、ファッションなどのデザイン分野があります。プ
ロダクトデザインやパッケージデザインは工業製品が主で、機械による大量生産
が行われています。クラフトデザイン、ファッションデザインの多くは中～少量
生産なので、つくる工程では人の手仕事が多く占めます。これらのデザインは、
生活の役に立ち、心を豊かにするという共通点を持ち、その目的に応じて、最も
相応しい色や形や素材を施していきます。

「空間」のデザインは、建物を含む空間のデザインを指し、建物自体を扱う建
築デザインと、その中のインテリアデザイン、建築の周辺としてはエクステリア
デザインがあります。また、さらに広域の空間としては都市デザインがあり、道
路なども含みますので、つくられる過程においては多くの専門家との協業や法規
制の認識が必要です。空間のデザインは、そこで活動する人々が、快適に過ごせ
ることが重要であり、景観の美しさとともに、安全性や環境配慮などを、総合的
に解決します。

「情報」のデザインは、人と人、人と機械の情報伝達のために不可欠なもので、
文字や画像、図などの表示色や配置を扱います。手に取れるものは広告、カタロ
グ、包装などの印刷物で、代表的にはグラフィックデザインがあります。また、
手に取れないものとしてはPCや携帯電話を介して使う、ソフトやコンテンツの
デザインとしてwebデザインがあります。現在のIT化社会において、情報のデザ
インは、「モノ」、「空間」に、深い結びつきがあり、これらをうまく融合して取
り組むことが必要とされてきています。

「モノ」、「空間」、「情報」のデザインを支える分野として、エンジニアリング
系デザインの分野は欠かせません。一つは、工業製品や建築部品の生産のために
使われる、機械や金型をつくる生産デザインです。もう一つは、ロボットや携帯
電話のように、複雑な機構や電気・電子回路をつくる、組み込みソフトウエアデ
ザインやメカトロニクスデザインです。これらのデザインには構造、材料、電気・
電子、情報、制御などの様々な工学・技術知識を融合する必要があり、「モノ」、

「空間」、「情報」の美しさや使い心地を、理想どおりに実現する手段として、と
ても重要な分野となっています（図２）。最近の複雑化した製品や建築空間には、
エンジニアリング系デザイナーと、それを実体表現するデザイナーが一体となっ
て、企画や設計をすることが必須となってきています。

モノ（プロダクト）

パッケージデザイン

クラフトデザイン

運送機器、医療機器、整備機器、一
般機器、情報機器、日用雑貨、家具

金属、木、漆、土、紙を用いた用具、
宝飾品

インダストリアルデザイン
（工業製品）

ファッション・テキスタイル
デザイン

衣料、布地、カーテン、壁紙

缶、容器、ボトル、箱、紙袋

空間（スペース）

建築デザイン
ビル、住宅、店舗、公共施設、損橋
等の建造物

都市デザイン
建築物、道路、公園、街波を含む
全体の計画

情報（コミュニケーション）

活字の書体、ロゴタイプ、標識、
看板、マーク

上記のデザインを複合的に絡ま
せた情報コンテンツ

タイポグラフィー・サイン
デザイン

グラフィックデザイン
ポスター、雑誌広告、パッケージ

編集デザイン
書籍、雑誌、パンフレット

映像デザイン
TVCM、CG

WEBデザイン

インテリアデザイン
建築内の空間設計

エクステリアデザイン
建築周辺の空間設計

表現

分野

図１　表現別デザイン分野

1-1-2 デザインの対象

Ｐ13：図が変更されていませんでした。左側と字体が同じになるようにご注意ください。Ｐ13：図が変更されていませんでした。左側と字体が同じになるようにご注意ください。

エンジニアリングデザインを支える学問
機械工学・材料工学・電気工学・制御工学

様々なデザイン表現には、様々なエンジニアリングが必要

エンジニアリングデザイン
生産デザイン ・ メカトロニクス ・ 組み込みソフトウエア

エンジニアリングデザイン
生産デザイン ・ メカトロニクス ・ 組み込みソフトウエア

プロダクトデザイン
(モノ）

プロダクトデザイン
(モノ）

スペースデザイン
（空間）

スペースデザイン
（空間）

コミュニケーションデザイン
（情報）

コミュニケーションデザイン
（情報）

図２　表現別デザイン分野とエンジニアリング系デザイン分野
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デザインを工学的に追求
デザイン工学＝Engineering Desingとは、デザイン行為を、工学的知識を使っ

て行うための学問のことです。先人で、デザイン工学を行った著名人の一人とし
て、レオナルド・ダ・ビンチがあげられます。ルネッサンス時代の天才といわれ、
絵画、彫刻、建築、土木など数々の技術に通じ、極めて広い分野に足跡を残しま
した。絵画では、奥行き感を出すために遠近法という手法を発明し、また、人間
をリアルに描くために体を解剖して、理解した上で描いています。立体物では鳥
を観察することでグライダーのような飛行機や、ヘリコプターを構想、設計して
います。そして、これらが図案や文字や数字によって記録されていることは、重
要な点といえます（図１）。

もともと工学とは、数学や物理、化学などの自然科学を基礎とし、物事を客観
的に観察、分析的し、技術的な手法を導くことをいいます。そして、公共の安全、
健康、福祉のために有用で快適な「モノ」や「空間」や「情報」を構築すること
が目的で、実用上の価値判断が重要である点で、デザインと多くの共通点があり
ます。デザインの範囲は前項で説明したように様々なものがあり、従って、デザ
イン工学というとそれらの事柄について科学するための、多くの工学的知識が必
要となります。

デザイン工学の最も重要な点は、デザインを行う際に、感覚的に評価している

事象について、何が評価を左右しているのかその具体的要素を洗い出し、数値的
に、また、目に見える形にして表し、法則性を導き出すことです。そして、その
法則に基づいて、シミュレーションや実験を行い、その考え方が正しいか検証す
ることも、デザイン工学の重要な要素です。いままでは、主にデザイナーの感覚
で行われていましたが、真に心地よさを求める人間中心設計の時代に立ったい
ま、より、説得性のある形や素材を選ばないといけなくなったのです。図２は座
り心地について、すでに売られているもので評判の良いものを、分析していると
ころです。右は座圧計の測定結果で、圧力のかかり方をわかりやすく表していま
す。ここでは座ってもらった人がどう感じたかを聞いて、実際の圧力のかかり方
との関係を探ります。すなわち、物理量が人の心理や生理にどのように影響をす
るのか関係づけをし、法則性や体系を導き出します。これらによって、どのよう
につくれば人が心地よく感じるものができるのかを、手法化することができ、デ
ザインを行う際はその手法を使って、目的を達成する案を検討することができま
す。このような手法は、いままでの既成概念を改め、既存品の範囲を超えて、よ
り飛躍した解決策を導き出すための学問として、これから益々発展していくこと
でしょう。

デザイン工学Keyword  3

図１　レオナルド・ダ･ビン
チ自画像　上左：人力オーニ
ソプター図案　上右：ヘリコ
プター図案
下：遠近法を活用した絵画（最
後の晩餐）

図２　製品評価の工学的分析（椅子の座り心地）

◆ 推薦図書 ◆
社団法人　人間生活工学研究センター編『人間生活工学　第一巻』丸善株式会社




